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リコーの提案が JICA の「中小企業・SDGs ビジネス支援事業」に採択 

インド農村部女性の衛生状態改善と雇用創出を目指す取組みを開始 

 

 

株式会社リコー（社長執行役員：山下 良則）は、新規事業の創出に向けた取り組みとして、スタートアッ

プ企業や社内外の起業家の成長を支援して事業共創を目指すアクセラレータープログラム「TRIBUS」を

行っています。本プログラムで活動している社内チーム Rangorie(以下、ランゴリー)の、経血吸収ショーツ

及びナプキン生産によるインド農村部女性の雇用創出に向けた提案が、独立行政法人国際協力機構

(以下、JICA)の実施する 2020 年度第 1 回「中小企業・SDGs ビジネス支援事業」の案件化調査（SDGs ビ

ジネス支援型）に採択されました。 

 

JICA が行っている本支援事業は、開発途上国の開発ニーズと本邦民間企業の優れた製品・技術との

マッチングを行い、「SDGs 達成に貢献するビジネス（SDGs ビジネス）」及び開発途上国の抱える課題の

解決と、本邦民間企業の海外展開事業展開の両立を図り、ODA を通じた二国間関係の強化や経済関

係の一層の推進を目的としています。本案件化調査は、中小企業支援型と SDGs ビジネス支援型の 2 種

類あり、ランゴリーの提案は SDGs ビジネス支援型として採用されました。 

 

ランゴリーは、2019 年度からインド人女性向けの下着ブランドの立ち上げに取り組んでおり、インドでテ

スト販売会などを行っています。「Liberate  Yourself -下着の提供を通じて女性一人ひとりがポテンシャル

を発揮できる社会を創る-」というビジョンのもとで、インド人女性に自分にフィットしたおしゃれな下着を自

由に選ぶことができる買い物体験を提供しながら、インド農村部に女性の下着生産の雇用を創出し、女

性の地位向上を目指しています。 

インドでは近年女性の社会進出が進んでいる一方で、社会において性に関するタブーは依然残され

ており、生理に関しても、特に農村部においては理解度が低く、地域差はあるものの 4 人に 1 人がナプ

キンの存在自体を知らず、家にある衣服や寝具の古布等を使用しているという調査結果もあります。こう

した状況を受け、インド政府も生理用品の普及による生殖器への感染症の予防や、学校からのドロップア

ウトの予防に取り組んでいます。このたび、ランゴリーの新商材として、日本の製造品質を担保した清潔

で経済的な経血吸収ショーツとナプキンを提供することで、女性の衛生的で快適な日常を支援します。さ

らには、農村部の職業訓練校でその生産技術を伝えることで、現地女性の雇用を創出し、収入の改善を

図ることで、社会的地位向上への貢献を目指します。リコーはこれからも事業を通じた社会課題解決に取

り組むことで、SDGs の達成に貢献していきます。 
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【本調査の提案内容】 

1. 対象国・地域 インド共和国マハラシュトラ州ムンバイ市 

2. 提案ビジネスの概

要 

 

成長するインド市場において、今後社会進出が見込まれる女性からのニーズ

が高い生理用品の一つとして、経血吸収ショーツおよびナプキン製造・販売を

行う。また、職業訓練校への技術移転を通じて、女性の縫製技術向上と雇用

創出を目指す。それにより女性の生計向上や清潔な生理用品の利用が広が

るなどの社会課題の解決も図る。 

3. 想定するビジネス

アイデア 

インド都市部に住む働く女性（中間層）に対し当社下着ブランド・ランゴリーの新

商材として経血吸収ショーツを販売し、所得が低いと想定される農村部の女性

に対しては、比較的廉価なナプキン（日本の製造品質を有した清潔なもの）を販

売する。その生産は、いずれも当社が技術移転を施した職業訓練校に委託し、

同職業訓練校で働く女性が担うことで、女性達の収入向上を見込む。将来的に

は職業訓練校が自ら販売し収入を得ることも想定する。 

4. 貢 献 を 目 指 す

SDGs のゴール・タ

ーゲット 

ゴール 1 ：「あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ」 

ゴール 3 ：「あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推

進する」 

ゴール 5 ：「ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメン

トを図る」 

5. SDGs 達成への貢

献可能性 

職業訓練校への技術指導、生産委託により、女性たちのスキル向上と雇用創

出・収入改善を図ることで、社会的地位向上への貢献を目指す。現地起業

家、NGO 等と協力し保健衛生指導とともに当該商品の使用を促すことで衛生

的で経済的な生理用品の提供ができる。 

6. 実施予定期間 2021 年 1 月～ 2021 年 11 月（11 ヶ月） 

7. 概算事業経費 8,496 千円 

 

【「TRIBUS」とは】 

リコーグループが 2019 年度から行っている、社内外からイノベーターを募り、リコーグループのリソースを

活用しイノベーションにつなげる統合型アクセラレータープログラムです。ワークプレイスやイメージング

領域にとどまらず、社会の広い分野での課題解決を目指します。顧客基盤や先進技術にとどまらず、リコ

ーグループ社員が社内外で得てきた知見を活かしてサポートすることで新しい価値をつくります。 当プロ

グラムに採択されたスタートアップは、伴走する専属のリコーグループ社員に加え、各社の要望に応じて

構成するリコーグループのネットワークを活用した支援が提供されます。 

リコーの創業者である市村清は、理化学研究所から生まれたベンチャー企業としてリコーを創業し、その

後も世の中にイノベーションをもたらす製品やサービスを数多く生み出しました。その創業の精神に立ち

返り、チャレンジする人の支援・育成、新規事業の創出を促進する文化のさらなる醸成を目指します。 

詳細ページ  https://accelerator.ricoh/ 
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【関連リンク】 

（ニュースリリース）JICA 2020年度第一回「中小企業・SDGsビジネス支援事業」：62件の採択を決定 

https://www.jica.go.jp/press/2020/20200924_10.html 

(詳細情報) 案件化調査（SDGsビジネス支援型） 

https://www.jica.go.jp/priv_partner/activities/sdgsbmfs/index.html 

 

 

 

| リコーグループについて | 

リコーグループは、オフィス向け画像機器を中心とした製品とサービス・ソリューション、プロダクションプリンティング、

産業用製品、デジタルカメラなどを世界約200の国と地域で提供しています（2020年3月期リコーグループ連結売上

は2兆85億円）。 

創業以来80年以上にわたり、高い技術力、際立った顧客サービスの提供と、持続可能な社会の実現にむけて積極

的な取り組みを行っています。 

EMPOWERING DIGITAL WORKPLACES - 人々の“はたらく“をよりスマートに。リコーグループは、さまざまなワーク

プレイスの変革をテクノロジーとサービスのイノベーションでお客様とともに実現します。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。  

> https://jp.ricoh.com/ 

 


